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平成２５年度 第１１回 大学運営連絡会議事要旨 

 

日 時  平成２６年３月１１日（火） １０時３０分～１１時１８分 

 

 

場 所  大学本部２階大会議室 

 

出席者  学長，瀨口理事，中島理事，岩本理事，宮﨑理事，川上監事，福本

文化教育学部長，平地経済学部長，藤本医学部長，石橋工学系研究科

長，渡邉農学部長，諸泉全学教育機構副機構長，遠藤教養教育運営機

構長，吉田総合分析実験センター長 

 

欠席者  稲岡附属図書館長，事務局長  

 

陪席者  大島学長補佐 

 

○ 学長から，前回の大学運営連絡会議事要旨の確認依頼があった。 

 

 【 報告・連絡事項 】 

 

（１）美術館設置事業の募金状況等について 

総務課長から，３月７日現在の美術館設置事業の募金状況について，教

職員，個人・学外，法人・団体など寄附者の内訳，金額及び募金率等の報

告があった。続いて，学務部長から，平成２６年度美術館事業スケジュー

ル（案）について報告があった。 

 

（２）部局等自己点検・評価に係る外部評価の実施サイクルについて 

   企画評価課長から，本件について，前回の大学運営連絡会で質問のあっ 

た，外部評価を隔年で実施できるサイクルとすることの理由について，図 

表にまとめて説明があった。次いで，遠藤教養教育運営機構長から，資料 

をもとに今回の提案の問題点とその解決方法について提案があった。 

さらに，企画評価課長から，部局等評価は毎年度実施すること，外部評 

  価者による評価は，隔年度で実施することも可とすることとしており，今

回，提案いただいた内容は，運用で対応したい旨の説明があったところ，

反対する意見はなかったが，遠藤教養教育運営機構長から，記載者が前年 

  度の分しか記入出来ない等の誤解が起きないフォーマットにしてほしいこ 

と，取り組んだ内容については積極的に記載し，評価者に説明した方がよ 

いのではないか等の意見があった。 
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（３）第５回中期目標・中期計画実施本部会議について 

   企画評価課長から，３月５日に実施した標記本部会議について報告があ 

り，平成２６年度年度計画素案のスケジュール，理事室等のやり取りの経 

緯，部局等からの意見への対応について報告があった。また，平成２６年 

度年度計画は，３月１４日開催の役員会で協議し，教育研究評議会及び経 

営協議会の審議を経て，２６日の役員会で決定して提出する旨の説明があ 

った。 

 

（４）平成２５年度第１４回及び第１５回拡大役員懇談会における議論の概要 

について 

学長から，本件について，２月５日及び２月１９日に開催された拡大役

員懇談会の議論の内容について，その概要の報告があった。 

 

（５）経費削減状況の報告について 

   財務課長から，本件について，平成２５年３月に「佐賀大学における経 

費削減にかかる行動指針」を策定し，それに基づき，各部局にて，経費削 

減計画を立て目標削減率の達成に向けた取組みを実施していただいている 

ところであるが，今回は，昨年度１１月までと今年度１月までの実績額に 

ついて，その増減をまとめた旨の説明があり，削減計画の実施にあたり参 

考にしていただきたいことと更なる経費削減について協力依頼があった。 

 

（６）平成２５年度学位記授与式における企画「私，卒業いたします～お世話 

になったあの方へ」について 

   学務部長から，本件は，日本郵便株式会社九州支社との連携により，３ 

月２４日の学位記授与式において，卒業生・修了生がこれまでお世話にな 

った方々に感謝のはがきを書いてもらい，その場で郵便ポストに投函して 

もらうという企画を実施することについて，その趣旨・目的，実施内容等 

について説明があった。 

 

（７）平成２５年度就職内定状況について（２月１日現在） 

   就職支援課長から，本件について，今回から医学部・医学系研究科が含 

まれていること，また，昨年度同時期との比較説明があり，学部で０.８ポ 

イント増，大学院で５．７ポイント減，総計で０．５ポイント減となって 

いること，及び，前回報告時からのデータの比較について説明があった。 

 学長から，就職状況を部局の評価に反映させていく旨の発言があった。 

 

（８）その他 

   特になし。 
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【 各学部等からの報告・連絡事項  】 

○ 学長から，近々，文部科学省へ提出することとしている新学部構想（案） 

について，現時点の状況について説明があった。 

 

○ 今回で最後となる構成員から，挨拶があった。 

     

 

【 その他 】                           

特になし。 

 

 

以 上 


